
シルバー
レインボープラザ佐倉 2F

電話 :043‐486‐5482船)FAX:043…486…5419

鼈 薦濯Lc岬 囲稔 |。

困
難
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

会
長
　
田
中
　
千
俊

例
年
な
ら
こ
の
時
期
は
、
佐
倉
市
民
花
火
大
会
が

開
催
さ
れ
、
「
シ
ル
バ
ー
さ
く
ら
」
の
表
紙
を
会
員
が

撮

っ
た
花
火
の
写
真
で
飾
り
、
翌
日
の
清
掃
作
業
の

記
事
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
、
花
火
大
会
も
中
止
と
な
り
、
寂
し
い
夏
と
な
り

ま
し
た
。

恒
例
の
行
事
が
中
止
と
な
る
こ
と
で
、当
た
り
前
に

開
催
し
て
い
た
頃
が
懐
か
し
く
日
に
浮
か
び
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
い
ま
の
豊
か
な
生

活
を
築
い
て
き
た
国
民
性
を
考
え
れ
ば
「困
難
を
勝

機
」
と
捉
え
、
新
し
い
生
活
。
新
し
い
仕
事
の
在
り
方

に
向
か
っ
て
力
強
く
進
む
事
と
信
じ
て
い
ま
す
。

６。
歳
を
超
え
た
私
た
ち
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
も
多
く
の
困
難
に
突
き
当
た
り
、
そ

の
都
度
知
恵
を
出
し
、
工
夫
を
重
ね
乗
り
切

っ
て
今

日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
の
精
神
と
勇
気
・
我
慢
強
さ
を
ま
さ
に
生
か
す

「自
己
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、
新
し
い
生
活
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
「新
し
い
就
業
の
在
り

方
」
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
就
業
報
告
書
の
デ
ジ
タ

ル
化
も
そ
の
一
つ
で
す
。
さ
ら
に
全
会
員
の
経
験

。

知
恵
・
工
夫
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と
で
明
る
い
未

来
が
開
け
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
知
恵
を
お
借

り
し
て
、
是
非
「困
難
を
チ
ャ
ン
ス
に
！
」
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「う
つ
ら
な
い
よ
つ
つ
さ
な
い
」
「３
密
を
避
け
る
」

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
基
本
で
す
。

テ
レ
ビ
、
新
間
で
新
し
い
正
確
な
情
報
を
入
手
し

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
フ
エ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
惑
わ

さ
れ
な
い
で
、
特
殊
詐
欺
に
も
気
を
付
け
て
明
る
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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へ
化
ハ
ー
の
負
担
軽
減
に
Ｈ

ヘ
ル
バ
ー
業

務

の
大
変
さ

‐ コ t側 :=年

“

卜●

(ヘルバーは訪間都度、この様式に手書きで記入していました)

来

年

、
設

立

４０
周
年

を

迎

え

る
佐

倉

市

シ

ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ

ー

は
、
２
０
１
４
年

４

月

に
県
内

で
唯

一
と
な

る
訪

問
介
護
事
業
所

（
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
佐
倉
別
館
２
Ｆ
）
を

開

設

し

ま

し

た

。
こ

の
事

業

は
、
ヘ
ル
バ

ー
が

直

接
ご

利

用
者
様

の
お
宅
を
訪

問
す

る
サ
ー
ビ

ス
で
す
が

、
介
護

に
関
す

る
書

類

の
作

成
が

煩
雑

で
し
た

。
そ

の
為

、
本

年

３
月

よ

リ

ス

マ
ー
ト

フ
オ
ン
を
活

用
し
て
の
Ｉ
Ｔ

化

に
積

極

的

に
取

り
組

み
、
現
在

は

ヘ
ル
パ

ー
全

員
が

ス

マ
ホ
を

駆

使
し
、
事
務

の
効
率
化
と

ヘ
ル
パ

ー

の
負

担

軽
減

を
推

進

し

て

い
ま

す

の
で
、
そ

の
内
容
を
ご

紹

介

し
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

「
カ
ナ
エ
ル
タ

ツ
チ
』
の
導

入

こ
の
煩
雑
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「カ
ナ
エ
ル
タ
ッ
チ
」
の

導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
、
開
始
わ
ず
か
半
年

で
、
資
格
保
有
の
６５
～
８０
歳
の
男
女
２６
名
の
へ

ル
パ
ー
全
員
が
難
な
く
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。

こ
の
名
称
は
、
ヘ
ル
バ
ー
の
希
望
を
叶
え
る

（カ

ナ
エ
ル
）
タ
ッ
チ
シ
ス
テ
ム
に
由
来
し
ま
す
。

〈
作
業

の
流
れ
〉

ヘ
ル
パ
ー
は
、
事
業
所
で
入
力
し
た
介
護
計

画
を
ス
マ
ホ
で
確
認
し
、
訪
問
当
ロ
サ
ー
ビ
ス

内
容
に
基
づ
く
仕
事
の
終
了
後
、
簡
単
な
画
面

操
作
で
介
護
記
録
が
事
業
所

へ
送
信
さ
れ
ま

す
。
事
務
担
当
は
、
計
画
と
実
践
デ
ー
タ
の
突

合
を
管
理
す
る
だ
け
で
煩
雑
作
業
か
ら
解
放
さ

れ
、
大
幅
に
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

）

(ヘルバー個人の管理コー

の登録をします)

訪
間
介
護
事
業
所

紹
介

ス
マ
ホ
の
有
効
活
用
で
、

介
護
保
険
受
給
ご
利
用
者
様
の
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
依
頼
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
が
介
護
度
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容

と
ヘ
ル
パ
ー
を
選
定
し
ま
す
。
事
前
に
双
方
で

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
す
。
現
在
の
仕
事
は
、
掃
除
。買
い
物

・

食
事
作
り
が
主
で
す
が
、
入
浴
介
助
の
ご
依
頼

も
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
の
大
変
さ
は
、
仕
事
は
も
と
よ
り
、

後
処
理
の
書
類
作
成
作
業
に
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
は
、
ご
利
用
者
様
宅
で
の
訪
問
内
容
を
、

「サ
ー
ビ
ス
利
用
確
認
書

（３
枚
複
写
と

に
記

録
し
、
ご
利
用
者
様
宅
と
事
業
セ
ン
タ
ー
事
務

責
任
者
へ
提
出
し
て
い
ま
し
た
。
市
内
居
住
の

約
５０
人
の
ご
利
用
者
様
の
記
録
を
、
毎
日
手
書

き
で
作
成
す
る
手
間
と
、
月
末
集
計
の
事
務
作

業
が
極
め
て
煩
雑
で
し
た
。
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頑
張
る
シ
エ
ア
ヘ
ル
バ
ー
　
新
型

コ
ロ
ナ
に
は
万
全

の
対
策
を
実
施

ご
利
用
者
様
の
お
宅
を
訪
問
す
る
ヘ
ル
パ
ー

に
は
、
「う
つ
ら
な
い
こ
つ
つ
さ
な
い
」
対
策
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
マ
ス
ク

・
消
毒
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
仕
事
中
は
当
セ
ン
タ
ー
が
付
与
し
た

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
し
、
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。
常
に
ご
利
用
者
様
の
立
場
で
感
染

０

今
ま
で
ガ
ラ
ケ
ー
で
し
た
が
、
こ
れ
を
機
会

に
思
い
切
っ
て
ス
マ
ホ
に
替
え
ま
し
た
。

０

仕
事
で
使
う
の
で
、
脳
ト
レ
と
思
っ
て
必
死

に
覚
え
ま
し
た
。

０

や
っ
て
み
た
ら
、
思
っ
た
よ
り
簡
単
で
し
た
。

０

手
書
き
よ
り
、
入
力
す
る
ほ
う
が
ず
っ
と
簡

単
で
す
。

０

い
ち
い
ち
事
業
所
へ
報
告
に
行
か
な
く
て
良

い
の
で

時
間
の
有
効
活
用
が
で
き
ま
す
。

０

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
入
力
報
告
が
で
き
る

の
で
生
活
に
リ
ズ
ム
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
効
用
を
唱
え
て
い
ま
す
。

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
介
護
事
業
所
で

は
、
毎
月
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会
を

開
催
し
、
仕
事
で
の
留
意
事
項

や
、
ヘ
ル
パ
ー
相
互
の
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
最
大
案
件
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
で
す
の
で
、
３

密
を
避
け
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
長

に
よ
る
講
習
が
行
わ
れ
、
ヘ
ル

パ
ー
の
自
覚
を
促
し
て
い
ま

す
。

高
齢
者
介
助
。生
活
支
援
の
ご
依
頼
は
、こ
れ

か
ら
も
っ
と
増
え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
世

は
、
シ
ニ
ア
が
シ
ニ
ア
を
介
護
す
る
時
代
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
シ
ニ
ア
ヘ
ル
パ
ー
は
、Ｉ
Ｔ
進
化

に
後
れ
を
取
り
ま
せ
ん
。

(スマホの操作は、慣れれば簡単です)

(訪問介護職 講習会)

一

テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
践

カ
ナ
エ
ル
タ
ッ
チ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
ヘ
ル
パ
ー
の
働
き
方
に
大
き
な
変
化
が
現

れ
ま
し
た
。
一
例
と
し
て
直
行
直
帰
が
可
能
と

な
り
、
そ
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
防
止
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て
お
り
効

果
は
絶
大
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
介
護
事
業

現
在
、
国
を
挙
げ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（通
信
技
術
を
活

用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
ｔ

介
護
事
業
に
お
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
で
、
利

用
者
と
介
護
者
の
顔
の
見
え
る
「オ
ン
ラ
イ
ン

介
護
」
や
、
事
業
所
閉
鎖
で
行
き
場
を
失
っ
た

「介
護
難
民
」
を
、
行
政
が
地
域
の
事
業
所
を

一

括
管
理
し
、
行
政
。
事
業
所

・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
ら
が
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
し
て
、
利
用
者

と
受
け
入
れ
先
を
円
滑
に
橋
渡
し
す
る
シ
ス
テ

ム
が
、
一
部
地
域
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
Ｉ
Ｔ
化
の
進
歩

に
よ
り
、
介
護
方
法
は
変
化
し
、
又
、
事
業
所
の

情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
共
有
で
き
る
社
会

に
変
っ
て
行
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

０

高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
介
護
の
現
状
は
、
ま

す
ま
す
深
化
す
る
で
し
ょ
う
。
当
セ
ン
タ
ー
の

シ
エ
ア
ヘ
ル
パ
ー
は
、
時
代
を
先
取
り
し
、
自

ら
働
き
方
を
変
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
、
ウ」
れ
か
ら
の
佐
倉

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
訪
問
介
護
事
業
の

大
き
な
飛
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

(フ ェイスシール ドを試着 し受講 )

蝙
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コ
ロ
ナ
を
避
け
、
昭
和
６‐
年
に

タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ

‥
？

３
密
を
避
け
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
避

け
つ
つ
活
動
す
る
、
新
し
い
生
活

様
式
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、

家
庭
で
の
し
ば
し
の
時
間
を
、
昭

和
６‐
年
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

昭
和
５５
年
６
月
２０
日
に
、
佐
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
後
援
を
得
て
、
自
井

地
区
に
お
い
て
任
意
団
体
で
あ
る
佐
倉

市
高
齢
者
の
働
く
会
が
発
足
し
、
１
年

後
の
昭
和
５６
年
１０
月
１
日
に
、
フＬ
の
働
ぐ

会
を
解
消
発
展
す
る
形
で
、
佐
倉
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
と

の
こ
と
。

昭
和
６‐
年
に
発
刊
さ
れ
た

、〓
〓
鷲
■

「五
周
年
記
念
誌
」
を
読
み
ま
す
と
、
セ

ン
タ
ー
創
設
時
の
ご
苦
労
と
情
熱
が

偲
ば
れ
ま
す
。
「五
周
年
記
念
誌
」
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鶉篠袢kl

五
周
年
を
省
み
て

事
務
局
長
・
理
事
　
一局
橋
　
鶴
吉

歳
月
の
流
れ
は
実
に
早
い
。
社
団
法
人
佐
倉
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（高
齢
者
事
業
団
×
以
下
セ
ン

タ
ー
と
い
う
）
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
つ
い
こ
の
間
の

よ
う
な
感
じ
が
致
し
ま
す
が
、
昭
和
六

一年
一〇
月
一
日

を
も
っ
て
満
五
周
年
に
な
り
ま
す
。

我
が
佐
倉
市
は
、
老
人
福
祉
法
に
基
づ
き
ま
し
て
、

昭
和
五
五
年
六
月
二
〇
日
、
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
ご
後
援
の
下
に
、
自
井
地
区
に
お
い
て
、
任
意
団

体
で
あ
る
佐
倉
市
高
齢
者
の
働
く
会
（以
下
働
く
会

と
い
う
）
を
発
足
さ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

会
長
に
当
時
の
自
井
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
故
岡
野
金

造
氏
が
就
任
し
、
そ
の
成
長
が
概
ね
順
調
で
あ
っ
て
、

将
来
増
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
、
翌
五
六
年
度
か
ら
は
、
よ
り
大
き
な
組

織
と
し
て
、
活
動
地
域
を
佐
倉
市
全
域
に

拡
げ
、
〈ム
長
に
立
崎

浩
氏
が
就
任
し
て
、

こ
れ
を
継
続
致
し
ま
し
た
し

昭
和
五
六
年
五
月
七
日
、
市
長
宛
、
千
葉

県
商
工
労
働
部
長
の
、
職
安
第

一
七
二
号

一高
年
齢
者
労
働
能
力
活
用
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
（通
知
と
が
出
ま
し
た
。

こ
の
通
知
に
基
づ
き
ま
し
て
、
そ
れ
ま

で
の
任
意
団
体
で
あ
る
、
働
く
会
を
解
散

し
、
こ
れ
を
吸
収
し
て
、
昭
和
五
六
年

一
●

月

一
日
、
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

働
く
会
の
発
足
か
ら
通
算
し
ま
す
と
、
昭
和
六

一
年

一
●
月

一
日
で
、
エハ年
四
か
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
「

働
く
会
の
発
足
に
当
っ
て
、私
は
お
誘
い
を
い
た
だ

き
ま
し
て
会
員
に
な
り
ま
し
た
Ｉ
Ｌ
の
仕
事
が
全
く
新

し
い
試
み
の
も
の
で
あ
り
、色
々
の
戸
惑
い
を
感
じ
ま

し
た
が
、
私
な
り
に
努
力
も
し
工
夫
も
致
し
ま
し
て
、

与
え
ら
れ
た
職
貢
の
遂
行
に
努
め
ま
し
た
。

（五
周
年
記
念
誌
よ
り
抜
粋
）

）

お
め
で
ど
う
ご
ざ
い
ま
す
―

田
中

千
俊
会
長
が
、
長
年
に
亘
り
当
セ
ン

タ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
、
功
労
が
あ

っ
た
と

し
て
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

〈只
全
国
本
部
）
よ
り
表
彰
さ
れ
、
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ

田
中
会
長
は
、
パ
ソ
コ
ン
班
の
立
ち
上
げ
、

訪
問
介
護
事
業
所
の
開
設
、
そ
の
後
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
事
業
運
営
に
必
要
な
「Ｉ
Ｔ

化
の
推
進
」
に
特
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
顕
著

な
功
績
で
代
表
理
事
人
バ
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
も

一
層
健
康
に
留
意
し
て
頂
き
、い」
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

常
務
理
事
　
田
中

豊
嗣

）

水
無
月
の
雨
に
濁
り
し
高
崎
川

コ
ロ
ナ
よ
鎮
ま
れ
と
祈
り
居
り
た
り

新
井
　
和
子

く
も
ま
よ
り
し
ず
く
か
が
や
く
ひ
か
り
さ
し

あ
じ
さ
い
の
と
き
し
ら
せ
く
れ
た
り
　
　
岡
田
　
典
子

孫
に
会
え
娘
に
会
え
ぬ
横
田
さ
ん

悔
し
さ
胸
に
逝
き
て
し
ま
え
り

廣
田
　
正
明

強
雨
止
み
空
晴
れ
渡
る
川
は
な
お

濁
り
寄
せ
来
て
我
飲
ま
ん
と
す

中
村
　
寛

年
毎
に
小
さ
く
成
り
た
る
百
合
の
花

共
に
暮
ら
せ
る
妻
を
思
え
ば
　
　
　
　
　
漆
原
　
幸
二

妹
の
形
見
と
な
り
し
ほ
お
づ
き
が

実
を
つ
け
揺
れ
る
五
年
目
の
夏

越
川
　
圭
子

あ
な
た
か
ら
餞
別
の
品
文
そ
え
て

次
に
ふ
み
だ
す
力
と
な
り
ぬ

竹
田
　
を不
司

あ
た
た
か
き
初
春
の
午
後
列
な
せ
る

シ
ヨ
ス
タ
コ
ー
ヴ
イ
チ
の
五
番
に
並
ぶ横

山
　
鈴
子
講
師

同
じ
趣
味

の
会
員
が
１０
名
集
ま
る
と
、

「
同
好
会
」
を
設
立
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

地
区
や
職
群
を
超
え
た
仲
間
で
、

楽
し
い
同
好
会
設
立
は
如
何
で
す
か
。
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